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一天　界　新　知　識

ラランド目録ag21185號星の観測

　ランドGustav　Land氏は米國スプラウル天文毫の60糎望遠鏡によって，

ラランド目録第21185層目V・ふ7等星の位置測定の爲眞を90枚撮影し，從前

知られてみたよりも一層正確な覗差と固有運動とを算定した．固有運動は毎年

4”78であるが，：之れは長年にわたる観測からも攣化する様子が見えす，まつ一

定不攣である．之れによって見ると，此の星は輩濁星であって，連星系ではな

いらしい．旬，わが太陽系に最も近い恒星は

　1）　センタウル座α星系　　　（覗差0”．761±0”．005）

　2）バ1ナ1ド星　　　　　（〃　O．539±0．003）
であり，其の女ぎとしては，

　3）　ラランド目鋒第21185號星：（覗差0”。413＝ヒ0”．007）

　4）　・ラルフ目高1第359號星　　（〃　0．408）

の順である，．

二つのh光連星の軌道決定

車クトリや天文毫では下記の如く二つの分光連星の軌道が護表された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Vic．　P．　VII，　13　＆　14）
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全琶乾板による流星スペクトル

　從來，爲眞といへば憐蕾式の青色感光乾板き用みたものであったこと言ふま

でもない。ところが近年はパンクロマチク乾板が非常に感度を増したので，此

の種のものが種々の方面に用ゐられる機蓮にあり，從って長い波長の光の研究

が直々震表されるに至った．例へば，トロント天文毫のミルマンP．M．　Mi11－

man氏等は此の全色乾板を用みて，　1939年と1940年度のペルセイド流星の

スペクトルを撮影した結果を報告してみるが，　それによれば，此の流星中に

は，最も光輝の抄いものは茎色部では電離カルシウムのH線とK線であり，

叉，長波部では中性ナトリウムのD線である．叉，電離マグネシウムの7，4481

線や，中性カルシウムのA4226線や，中性の鐵の線や，電離シリコンのλ6347

等も見えてみる．マンガンが現はれてるなV・のは，流星中にchrysoliteが無

いものかア　叉，クロ1ムも見えない事は流星中にク1マイトが無い誰慷であ

らう．‘叉，アルミニウムの見えないのは，カルシウム線と重なってみる爲か？

　　　　　　　　　　　　窟翼望遠鏡の能率

　ハ1パ1ド天文皇でホイプルF．L．　WhiPPle，　ル1ペンスタインP．　」．

Rubenstein爾氏が種々の爲眞望遠鏡について比較研究した所では，露出時間

が充分であれば，乾板上に爲る星の限界光度MLは下の式によって決定され
る．

　　　　　　　mL　一　ms　十　5　log　F　一　25　log　d　16．09

但し，n】sは室の明るさで，1”写方中の光度で表はす．普通はms＝22，0で

ある．叉，Fは焦黒占距離をインチで表はしたもの，　dは星像の直脛を粍で表は

したものである．即ち，直れにより，dを推算する式に書き改めると，

　　　　d（mm）＝0．02十F（S”＋6蓄）×1．23×10”’；

但し，Aは望遠鏡の口径をインチで表はしたもの，　S”は星像のジ17Lング盤

を凹角で表はしたものである．此の式は口径1叶牟（38ミリ）から10G阯」《2500

ミリ）までの望遠鏡について，O．5等級以上の誤差を生じない．こxに特に注意

すべきは，限界等級が望遠鏡の口径よりも焦黒占距離の影響を署しく受けてみる

ことであって，～これはシミト式やラ4ト式のカメラを設計する場合の重要事項

である．

分光連星の各伴星の光度差の決定

近年，各所の天文豪に於いて使用せられる強力な分光爲眞儀により，恒星の
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スペク1・ルが精細に叡断せられ，其の星の覗線速度や分光型の決定等が面しく

報告せられてるるが，中にも分光連星の軌道要素の決定は，此の種の槻測法に

よる所産としては，恰好のものであり，叉，最も慣値多きものである。しかし

此の方法は，從來は，只，星雨の機械的蓮動に直接關漏するものに限られて，

他の一般の物理性情の決定には至らなかった憾みはあった．所が，最近，ヰク

Fリや天文台のペトリR．M．　Petrie氏は，分光三星中の約一割が雨露星のス

ペクトルを明瞭に見せてみる事忌を利用し，先づ17ケの典型的な分光連星と，

6ケの蝕憂星とを試二二にして，　スペクトル線のプロフィルの精密な測定か

ら，巧みに各回星の光度の差を決定するととに成功した．勿論，この結果を，

直接の光度決定から見ると未だ可なり不精確な再訂もあるけれど，分光蓮星類に

封しては此のスペクトル線による他に途は無いのだから，致し方が無い．上記

の試験毫となった滑々については，分光型はB．A．　F．　G．の各種にわたり

決定された光度．差は0．mO3から1．皿50に及んでみる．こうした材料から星の

直種や質量等が算出せられ，從って，既に知れてみる軌道要素と組み合はせ

て，維封光度や密度等が知れることは大憂な利釜と言はねばならない．
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　爾，ペトリ氏は此の方法を以って，一方の件星だけしか襯冠し得ない分光連

星にも心用して，効果を學げたいと述べてみる．　　　　〔Vic・Pub・VII，12〕

　　　　　　　　　　　　　グリニ一天i文蔓の近況

　昨1940年五月から本年四月末までの一ケ年聞の，グリニチ天文璽i長報告によ

れば，猫応戦撃の眞只中にある此の天文蔓ではレンズや鏡面の類は大部分を取

り外して，遠方の安全地へ移し，九月よりは夜間の観測を全部中止し，只，氣

象擬測や，太陽面歩測の如き書記の襯測のみが行はれてるる。報時や，時計検

定はほ蝋雨樋り．過去90年間使用されたエアリ子午環も，3年間用ゐられた

薪子午環も皆中止である．1931年度のエロスの爲眞面面の整理から太陽覗差

は，8”．790±G”．OO1が獲iられた．航海三部は爆撃されて活字や三二の大部を失

ぴダ目下立て直し中の由．　　　　　　　　　　　　　　（第36順にっ蝋）
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取急ぎ御返事申上げます．

　　　八月十三日 古　畑　　正　秋

　　　　　　　　　　　　爲翼に添えて
前略

同封で小生の器械の爲眞細ります．（口糟参照）不出來です，御笑贅迄．爲心

中右は16糎鏡で，7月末完成致しました．左は75粍鏡で，現在太陽直貼を主

としてをります．16糎鏡も，昨年秋以來資材入手困難の廣，やうやく完成致し

た次第です．小生の観測所は，前が深川清澄公園で，裏は仙皇川で，東京とし

ては夜は暗いぼうで，星を槻測致すには充分で，手均5等爵位までは見られま

す．たss，問題になりますのは，夏期の畔，裏が川なので，水蒸氣が昇姦しま

すので，シ！イングが悪くなるのでこまります．！6cm反射経緯儀は，東京石

原氏製で，’鏡は爾鏡共に木邊鏡です．目下遊星面，彗星等に専用とし，今秋は

日月蝕と共に，火星牽大いに槻測するつもりです．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保　積　善　太　郎

　　　　　　　　　　　　正　　讃
第243號（昭願16年九月目）
　第274頁　　上田，　ξi3計算匿到表

　第289頁　九月の流星群の表，附近の星

　第294頁下より6行目
　　〃　　　　　r下よ　り4孝テ目，　寺山奇明氏

　　〃　　　下より3行目
第242號（昭和16隼八月號）

　第254頁　3行目
、第264頁　正誤表，下より5行目，正
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　（第348頁よりつメく）

　　　　　　　　　　　　　ロス614星の正謄

　ロス満干中の614番星は11’等級の星で，比較的に太陽系に近いものである

が，　マコ1ミク天文嘉のロ・fルD．HeuylP氏が65糎望遠鏡で81枚の罵眞を

撮り，其の固有運動を研究したところ，、此の星は，かのシリウスやプロシオン

等の如く，暗黒件星を有ってみて，固有運動が13年を週期として諸差してる

ることが知れた．　そ～二で1896年以來アルジェやハ1ヴ1ドの天文毫で撮った

材料等をも利用し，徹底的に研究した所，週期は14年，　観差は0”・26（帥ち

12．5光年），：重心を中心とする楕圓軌道の牟長軸は0”．28（帥ち，1，1天文箪位）

と知れた．叉，光度は1肉眼光度がR．1，爲眞光度が12．5，分光型はM2e，

從って，ボロメータ光度は11．　5とな．り，質量：は太陽の0・22となる．

　叉，暗黒牲星の軌道の＄長軸は約4天文軍位であり，其の質量は太陽のO・　1

である．故に，此の星は今まで最小質量の恒星として知られてみたクリ・ウゲル

の60番B星（質量は太陽の0．14）よりも小さく，全く新レコ1ドでφる・

　（吾々が・見る・

　中村暢齋
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